
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖霊よ、私たちはあなたの前に立っています 
「Adsumus Sancte Spiritus」 

シノドスのための祈り 

（シノドス第 1 会期 ローマ 2023 年 10 月４－２９日） 

 

聖
霊
よ
、 

わ
た
し
た
ち
は 

あ
な
た
の
前
に
立
ち
、
あ
な
た
の
み
名
に
よ
っ
て
集
い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
の
も
と
に
来
て
、
と
ど
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
お
住
み
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
た
ち
に
進
む
べ
き
道
を
示
し
、
ど
の
よ
う
に
歩
め
ば
よ
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

弱
く
、
罪
深
い
わ
た
し
た
ち
が
、
一
致
を
乱
さ
な
い
よ
う
支
え
て
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
た
ち
が
無
知
に
よ
っ
て
誤
っ
た
道
に
引
き
込
ま
れ
ず
、 

偏
見
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
導
い
て
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
た
ち
が
あ
な
た
の
も
と
に
一
致
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。 

わ
た
し
た
ち
が
永
遠
の
い
の
ち
へ
の
旅
を
続
け
、
真
理
と
正
義
の
道
を
迷
わ
ず
に 

歩
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
こ
の
す
べ
て
を
、
い
つ
ど
こ
に
お
い
て
も 

働
い
て
お
ら
れ
る
あ
な
た
に
お
願
い
し
ま
す
。 

御
父
と
御
子
の
交
わ
り
の
中
で
、
世
々
と
こ
し
え
に
。
ア
ー
メ
ン
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ルカ 24・13-35）
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１：みことばを読み聖霊を願う 
 

 
教皇フランシスコ

       ２０２3 年「世界宣教の⽇」メッセージ より 

1 
 

全世界の教会に思いをはせながら、 

祈りの旅を始めましょう。 

毎週 一つの大陸とそこで生きている 

兄弟姉妹と共に祈りましょう。 

主よ、 

アフリカのすべての民に対する尊敬と愛のまなざしを 

お与えください。この大地の苦しみとその豊かさを 

あなたにゆだねます。アフリカの兄弟姉妹たちから 

温かいもてなしと素朴な生活を学びますように。



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

出向いて行く教会になるめに 

福岡教区の「宣教司牧方針」から N。（１）① 

 

 人ひとり、また家庭で祈ること 
 

 福音を読んで、分かち合うグループに参加する

 宣教の保護者幼きイエスの聖テレジア 

幼きイエスの聖テレジアは宣教の保護者です

が、一度も宣教活動に従事したことはありませ

ん。このことはどう理解したらいいのでしょう。

そのことを理解するのに役立つエピソードが 

二つあります。一つは、1886 年のクリスマ 

ス、彼女が 14 歳を迎えようとしていた時のこ

とです。夜半のミサから戻った父親は、大変疲れていて、恒例のプレゼ

ント開きに出られないというのです。テレジアは大変繊細な子で、これ

を聞いて悲しくなり、二階の自分の部屋に入って泣きました。しかし、

間もなく彼女は下に降りて来て、喜びいっぱいの顔で、父親を元気づ

けたのです。何が起こったのか。彼女は自分をかわいそうに思うばか

りの気持ちから解放され、自分のことを忘れる必要があるということに

気がついたのです。奇跡です。ここで決意します。人々がイエスを愛す

る者になるよう神にとりなすこと。彼女のこの決意は、何よりも、罪び

と、「遠い人たち」に向けられました。 
 
二つ目のエピソードでそのことがはっきりします。テレジアはある死

刑囚のことを耳にします。名前はエンリコ・プランツイーニ。3 人を惨殺

した罪で有罪となり、断頭台で死刑を執行されることになっていまし

た。彼は、信仰による慰めを受けることを拒否します。しかし、テレジア

は彼の言葉に小さな回心のしるしがあることを見つけ、その回心のた

めにできる限りのことをし、とにかく祈ります。死刑は執行されました。

翌日の新聞で、プランツイーニが断頭台に首を置く直前に、「突然霊に

襲われ、振り返って、司祭が差し出す十字を手にし、イエスの聖なる傷

跡に三度接吻した」ことを知りました。テレジアはこう記します。「天国

では悔い改める必要のない 99 人の義人に対してよりも、悔い改める

一人の罪びとに対して方がより大きな喜びであると宣言された方のあ

われみ深い宣告を聞くために、プランツイーニはその方のもとに上って

行きました。」 皆さん、ここに愛に動かされた とりなしの祈りの力があ

り、ここに宣教の原動力があります。その力は、愛する人の魅力から生

まれるからです。」   

教皇フランシスコ、2023 年 6 ⽉ 7 ⽇⼀般謁⾒演説（より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

                       

                   

 

 

 

     ともに祈りましょう 

 
☆ 

☆ 教皇フランシスコとの交わりの中で行われる宣教の 

活動が世界中の 者の一致から  

 

年間第 26 主⽇ 
 

主日の福音から黙想のヒント 
 

「今日、ぶどう園へ行って働きなさい」 ）

 

宣教のロザリオ 

アフリカのためにロザリオの 

一連を唱えましょう 

 

 


